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特集＊付録基板で始めるマイコン入門

H8マイコンの表示器として，LCDキャラクタ・デ

ィスプレイ・モジュール（以降，キャラクタ・モジュ

ール）を使ってみましょう．写真1にキャラクタ・モ

ジュールとして，Sunlike Display製のSC1602Bを示

します．これは一般的によく使われている16文字×2

行タイプのキャラクタ・モジュールで，本誌2004年2

月号（7）で詳しく紹介しました．

キャラクタ・モジュールは，大文字，小文字を含む

アルファベット，カタカナ，記号，ユーザ定義文字を

表示できます．

さらに，単に文字を表示するだけでなく，カーソル

を表示したり，または文字を点滅させたり，文字表示

を移動したりすることもできます．

ここでは，キャラクタ・モジュールのしくみと使い

方について簡単に説明した後，H8/3694FのI/Oポー

トを使い制御する事例を紹介します．

● LCDコントローラのブロック図

キャラクタ・モジュールの中枢ともいうべき部分は

LCDコントローラです．たいていのLCDコントロー

ラは，ルネサス テクノロジのHD44780または，その

互換品です．表示文字数や行数の異なるキャラクタ・
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図1（7） LCDコントローラ HD44780（ルネサス テクノロジ）の内部ブロック図

写真1 キャラクタ・ディスプレイ・モジュール SC1602Bの外観

（Sunlike Display Tech. Corp.）
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は，レジスタ選択信号（RS）を使って設定します．表1

にレジスタの選択とその動作について示します．

キャラクタ・モジュールを制御しようとするとき，

直接制御できるのはIRとDRの二つのレジスタだけ

です．制御用マイコンからの信号速度と，LCDコン

トローラの内部動作の速度とは一般的にスピードが異

なるため，整合がとれるように，ここでいったん制御

情報を記憶します．

● カーソルの表示や文字の点滅制御

前項で述べたように，キャラクタ・モジュールは，

インストラクション・コードを使って制御します．キ

ャラクタ・モジュールは文字を表示するだけでなく，

インストラクションによりカーソルを表示したり，ま

たは文字を点滅させることもできます．表2にインス

モジュールでもすべて同じように使えます．LCDコ

ントローラのブロック図を図1に示します．

● 二つのレジスタを制御する

LCDコントローラには，インストラクション・レ

ジスタ（Instruction Register，以降IR）とデータ・レ

ジスタ（Data Register，以降DR）の2種類の8ビッ

ト・レジスタがあります．

IRは，表示クリア，カーソル・シフトなどのイン

ストラクション・コードや， DDRAM/CGRAM（後

述）のアドレス情報を記憶します．このレジスタは，

書き込みはできますが読み出しはできません．

DRは，DDRAM/CGRAMへデータを書き込んだ

り，DDRAM/CGRAMからデータを読み出すときに

一時的にデータを記憶します．二つのレジスタの選択

表2（7） インストラクションと制御コードの対応

表1（7） レジスタの設定と動作モード

制御信号のレベル
レジスタの選択 動　作

RS R/‾W
“L” “L” インストラクション・レジスタ インストラクション・コードおよびDDRAM/CGRAMアドレスへの書き込み
“L” “H” － ビジー・フラグ（BF）とアドレス・カウンタ（AC）の読み出し
“H” “L” データ・レジスタ データ・レジスタからDDRAM/CGRAMへ書き込み
“H” “H” データ・レジスタ DDRAM/CGRAMからデータ・レジスタへ読み出し

インストラクション
コード

機　能
RS R/‾W DB7 DB6 DB5 DB4 DB3 DB2 DB1 DB0

表示クリア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
全表示クリア後，カーソルをホーム位置
（0番地）へ戻す
カーソルをホーム位置に戻す．シフトし

カーソル・ホーム 0 0 0 0 0 0 0 0 1 ＊ ていた表示も元へ戻る．DDRAMの内容
は変化しない
データの書き込みおよび読み出し時に，

エントリ・モード・セット 0 0 0 0 0 0 0 1 I/D S カーソルの進む方向（I/D），表示をシフト
（S）させるかどうかの設定
全表示のON/OFF（D），カーソルのON/

表示ON/OFF 0 0 0 0 0 0 1 D C B OFF（C），カーソル位置にある桁のブリ
ンク（B）をセット
DDRAMの内容を変えずに，左右（R/L）カーソル／表示シフト 0 0 0 0 0 1 S/C R/L ＊ ＊ にカーソル／表示シフト（S/C）を行う
インターフェース・データ長（DL），デュ

ファンクション・セット 0 0 0 0 1 DL N F ＊ ＊ ーティ（N），および文字フォント（F）を設
定する

CGRAMアドレス・セット 0 0 0 1 A5 A4 A3 A2 A1 A0
CGRAMのアドレス（A0～A5）をセット
以降送受するデータはCGRAMのデータ

DDRMAアドレス・セット 0 0 1 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0
DDRAMのアドレス（A6～A0）をセット
以降送受するデータはDDRAMのデータ

ビジー・フラグ／ モジュールが内部動作中であることを示
0 1 BF A6 A5 A4 A3 A2 A0 A1 すビジー・フラグ（BF）およびアドレス・アドレス読み出し カウンタ（AC）の内容（A0～A6）を読み出す

CGRAM/DDRAMへの
1 0 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

DDRAMまたはCGRAMにデータ（D0～
データ書き込み D7）を書き込む
CGRAM/DDRAMからの

1 1 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
DDRAMまたはCGRAMからデータ（D0

データ読み出し ～D7）を読み出す

注�制御信号のレベルは，0の場合が“L”，1の場合が“H”である．＊は無効ビット．


